





Job Evaluation and Pay Equity agreed between USW Local 1998 and  
University of Toronto under The Pay Equity Act of Ontario
MORI Masumi
The USW Local 1998 concluded “Groundbreaking Job Evaluation and Pay Equity Agreement 
with University April 20, 2011” that conformed to the Pay Equity Act of Ontario. Their employer is 
University of Toronto. In this article, I confirm the contents of the “agreement” and consider concretely 
about the SES/U job evaluation system, and the job classification, the pay system based on it that 
USW Local 1998 and the university developed jointly.
The findings is that the pay scale based on pay Equity (Equal pay for work of equal value) is 
very clear and fair for both female and male employees. I intend to make good use of these results of 




（Pay Equity Act；PEA 1987年制定）の法的構造とその実効を担保する組織的な体制を明
らかにすることを課題とするのに対し、筆者の関心は具体的な企業／労働組合でペイ・エ
クイティ法に沿った職務評価制度と賃金制度の実際を見聞したいことにあった。
5 日間に 8 か所でのインタビューの詳細については機会を改めるとして、筆者の目的




























Local 1998, 2018a, 51-53）4）と述べている。
表 1 は、『年報2017-2018』（PEC, 2018）に掲載された最近 7 年間の「ペイ・エクイティ
の影響」である。ペイ・エクイティ委員会が受け付けて「解決された苦情件数」は段階的







2011-12年 2012-13年 2013-14年 2014-15年 2015-16年 2016-17年 2017-18年 合計
解決された苦情件数 170 171 99 100 89 93 53 775
解決されたモニタリング件数 275 177 120 128 208 205 249 1,362
賃金調整総額（単位；100万ドル） $2.6 $3.4 $4.2 $5.0 $6.8 $5.4 $3.3 $30.7 
賃金調整を受けた従業員数（人） N/A 1,247 1,944 2,076 1,899 1,237 901 9,304







党（Liberal Party）が大敗し、新たに進歩保守党（Progressive Conservative Party）が政権
の座に就いた。新政権の発足により、旧自由党政権の下で2018年 4 月に州の労働基準法
（Employment Standard Act）に導入・施行された「正規・非正規間の同一労働同一賃金原










































員55.1%と臨時職員58.5%の加入によってUSW Local 1998が誕生した（USW Local 1998, 
2018b） 13）。
USW Local 1998の職務評価とペイ・エクイティへの取り組みは、2000年 1 月の最初の
「労働協約」において職務評価制度の開発及び勧告と年金制度の見直しを行う新しい委員
会を設置したところから始まった。トロント大学は、1988年のペイ・エクイティ法の施



































解決するための最終的な厳しい交渉の後に達成された」（USW Local 1998, 2011a, 1）と
謳っている。
続いて「協約2011」の主要な確認事項として、「2,400人のUSW組合員は、昇給と彼ら







ことに同意したと記されている（USW Local 1998, 2011b, 2）。
本「覚書」には、トロント大学とUSW Local 1998が合意した職務評価システムであ
るSES/Uシステム 18）に関する資料、このシステムを用いて新たに作成された職種分類








されている。特徴の第 1 は、サブファクターが「負担」を除く 3 大ファクターに各 5 項目
ずつ置かれ、計17項目と非常に多いことである。筆者の経験からして、その趣旨が的確
に把握できなかったのが「4. 動作の技能：Movement Skills」、他方、邦訳が難しかったの






表２　USW Local 1998とトロント大学の SES/U 職務評価システム






(1 ) 知識・技能 47% L1 L2 L3 L4 L5 L6 L7 L8 L9 ―
    1.教育歴 11% 10 15 20 25 30 35 40 45 50 1.87
    2. 職務の責任に必要な経験 11% 10 15 20 25 30 35 40 45 50 1.87
    3. 相互交流の技能 8% 10 15 20 25 30 35 40 45 50 1.36
    4. 動作の技能：A 速度が必要条件でない
6%
10 20 30 40 ― ― ― ― ―
1.02
    　　　　　　　B 速度が必要条件である 10 30 40 50 ― ― ― ― ―
    5. 意思決定力 11% 10 15 20 25 30 35 40 45 50 1.87
(2 ) 責任 37% L1 L2 L3 L4 L5 L6 L7 L8 L9 ―
    6. 情報に対する責任 9% 10 15 20 25 30 35 40 45 50 1.53
    7. 原材料・設備／成果に対する責任 9% 10 15 20 25 30 35 40 45 50 1.53
    8. 他者の安全に対する責任 3% 10 15 20 25 30 35 40 45 50 0.51
    9. 財政上の責任 8% 10 15 20 25 30 35 40 45 50 1.36
   10. 他者を管理又は監督する責任 8% 10 15 20 25 30 35 40 45 50 1.36
(3 ) 負担 9% L1 L2 L3 L4 L5 ―
   11. 精神的負担 5% 10 20 30 40 50 ― ― ― ― 0.85
   12. 身体的負担 4% 10 20 30 40 50 ― ― ― ― 0.68
(4 ) 労働環境 7% L1 L2 L3 L4 L5 L6 L7 L8 L9 ―
   13. 気温・騒音及び他の環境条件 1% 10 15 20 25 30 35 40 45 50 0.17
   14. 危険 2% 10 15 20 25 30 35 40 45 50 0.34
   15. スト㆑ス 2% 10 15 20 25 30 35 40 45 50 0.34
   16. 労働の中断と注意の妨害 1% 10 15 20 25 30 35 40 45 50 0.17
   17. 勤務の予定によって避けられない 
　　 社会生活の破壊 1% 10 15 20 25 30 35 40 45 50 0.17





第 3 は、サブファクターの評価㆑ベルが、「4. 動作の技能」と「（3） 負担」の 2 ファク







































































385職種のジェンダーは、女性職237 （61.6%）、男性職120 （31.2%）、混合職28 （7.3%）

























職種 （Job Class） Position数 女性／男性職 賃金等級
Graduate/Undergraduate Administrator C1 161 女性職 8
Administrative Officer E1  154 女性職 10
Administrative Officer C1 151 女性職 7
Laboratory Technician D1 131 女性職 9
Financial Officer C1 109 女性職 9
Network Support K1 61 男性職 15
Network Support G1 46 男性職 12
Client Support C1 46 男性職 9
Client Support F1 27 男性職 12
Engineering Technologist B 21 男性職 11























出所）USW Local 1998 “Points and Ranges”
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出所）USW Local 1998 “Waves 1 -5  Ratings April 2011” から作成
４．USW Local 1998の賃金制度
（1） 「協約2011」にみる賃金制度の枠組み　　　　　　
「協約2011」には賃金表〝New Pay Scale for 2010-11〟が掲載されている。この賃金表
がトロント大学とUSW Local 1998が合意した賃金制度である。この賃金表の枠組みは、
現在も踏襲され、使用されている。それが表 6 である。賃金額は上昇して異なっている
が、重複しての掲載を避けるため、表 6 によりUSW Local 1998の賃金制度について説明
する。
賃金等級は20のバンドからなっている。表 5 で示したように、職務評価点309点以下の
1 等級から始まり、評価点が20点上昇するごとに 1 等級ずつ上がっている。20等級の職務
評価点は670～689点である。
組合員の賃金は、通常は、従事する職種の職務評価点に対応した等級のStep1 からス





の人事部門はしばしばいくつかの要素によってStep1 または 2 でスタートさせているとい
う。
（2）「協約2017-2020」22）にみる賃金等級と賃金額
表 6 は、2019年 7 月 1 日から2020年 6 月30日の一年間、組合員に適用される賃金の年






これに対応して「協約2017-2020」には「July 1, 2017」、「July 1, 2018」と表 6 の 3 つの賃




その結果、10等級の賃金額は 1 等級の1.72倍に、20等級ではおよそ 3 倍の差がついてい
る。
次いで各賃金等級における昇給をみると、Step1 ～Step3 では前年の 4%、Step4 ～
Step6 では 3%、Step7 とStep8 では 2%と、昇給のピッチは上のStepほど小さく設定され
ている。いずれの賃金等級でもStep1 からStep8 への 8 年間の昇級で賃金は23%上昇する。
USW Local 1998に確認したところ、出張に伴う交通費や旅費以外には、この賃金表の賃
金以外に支給されるものはないという。
 表６　USW Local 1998の賃金表 （2019/7 /1 ～2020/6 /30）
出所） “COLLECTIVE AGREEMENT For the “Staff Appointed” Bargaining Unit BETWEEN The Governing Council 
of the University of Toronto AND THE UNITED STEELWORKERS Term of Agreement: July 1, 2017 to 







賃金水準については短絡的に評価できないが、ちなみに2019年 7 月 1 日の為替㆑ート
（終値 1 カナダ・ドル／82.56円）23）で換算すると、1 等級・Step1 の年収は304万9601

































表３　USW Local 1998とトロント大学のSES/U職務評価ファクター一覧 1）　
（1） 知識・技能（Skill）
1. 教育歴（Previous Education : SK1）
  職務で必要とされる教育／ト㆑ーニングの㆑ベルを考慮しなさい。有償又は無償の労働経験／ト㆑ーニングを
通して得られた技能はすべての㆑ベルにおいて公式の教育資格と同等なものとして考慮されるべきである。
  ㆑ベル1.  多少の中高教育
  ㆑ベル2.  中高教育の修了 
  ㆑ベル3.  オンタリオの大学での 1 年課程の修了（CERTIFICATE）又は同等㆑ベル
  ㆑ベル4.  オンタリオの大学での 2 年課程の修了（DIPLOMA）又は同等㆑ベル 
  ㆑ベル5.  オンタリオの大学での 3 年上級課程の修了（ADVANCED DIPLOMA）又は同等㆑ベル 
  ㆑ベル6.  学士号の学位
  ㆑ベル7.  学士号の学位プラス専門／職業上の資格／証明がある大学院生
  ㆑ベル8.  修士号の学位 
  ㆑ベル9.  博士号の学位
2. 職務の責任に必要な経験（Previous Experience : SK2）
  職務の責任を負うために個人に必要とされるこれまでの経験を考慮しなさい。
  ㆑ベル1.  経験は必要ない－初級㆑ベル
  ㆑ベル2.  1 年未満の若干の経験 
  ㆑ベル3.  最低 1 年の経験 
  ㆑ベル4.  最低 2 年の経験 
  ㆑ベル5.  最低 3 年の経験 
  ㆑ベル6.  最低 4 年の経験 
  ㆑ベル7.  最低 5 年の経験 
  ㆑ベル8.  6～7 年の経験 
  ㆑ベル9.  8 年以上の経験 





  ㆑ベル1.  他の人たちとの日常的な接触はほとんどない。
  ㆑ベル2.  （I）日常的に接触するメンバーは限られている。 
  ㆑ベル3.  （II）日常的に接触するメンバーは限られている。
  ㆑ベル4.  定期的な接触（予想でき、日常的）
  ㆑ベル5.  多数の定期的な接触  
  ㆑ベル6.  多数の接触  
  ㆑ベル7.  （I）多数の様々な接触　
  ㆑ベル8.  （II）多数の様々な接触  
  ㆑ベル9.  （lll）多数の様々な接触 
4. 動作の技能（Movement Skills : SK4）
  職務を遂行するために必要とされる機敏さ、肉体的調整と正確さの程度を顧慮しなさい。そのうえで、速度の
要素が一次的要件か、二次的要件かを考えなさい。
  A : 速度が必要条件でない場合、B : 速度が必要条件である場合
  ㆑ベル1.  職務は、正確さは不可欠ではないが、低い㆑ベルの肉体的調整／手の機敏さを必要とする。　
  ㆑ベル2.  職務は、正確さが不可欠であり、適度な㆑ベルの肉体的調整／手の機敏さを必要とする。    
  ㆑ベル3.  職務は、正確さが不可欠であり、高い㆑ベルの肉体的調整／手の機敏さを必要とする。                   
  ㆑ベル4.  職務は、非常に正確で同一速度の動作を実行するために、非常に高い㆑ベルの肉体的調整／手の機敏
さを必要とする。  
5. 意思決定力（Decision Making : SK5）
  職務によって必要とされる意思決定の種類と意思決定に必要な自立性と判断力を考慮しなさい。また、意思決
定を通して大学の政策の効果的で公正な適用を容易にするために必要なことを考慮しなさい。
 ㆑ベル1.  ごく少数の簡単な決定  
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  ㆑ベル2.  簡単な決定　
  ㆑ベル3.  定例の決定　
  ㆑ベル4.  予想外の出来事を含む決定　
  ㆑ベル5.  時折の通常とは違う予想外の出来事に関わる決定 
  ㆑ベル6.  頻繁な予想外の出来事に関わる決定  
  ㆑ベル7.  （I）複雑な決定 
  ㆑ベル8.  （II）複雑な決定  
  ㆑ベル9.  多数の複雑な政策決定 
（2） 責任（Responsibility）




  ㆑ベル1.  情報に対する責任はほとんどない。　
  ㆑ベル2.  情報に対する責任は限られている。　
  ㆑ベル3.  （I）情報に対して若干の責任がある。  
  ㆑ベル4.  （ll）情報に対して若干の責任がある。   
  ㆑ベル5.  （I）情報に対してかなりの責任がある。  
  ㆑ベル6.  （ll）情報に対してかなりの責任がある。  
  ㆑ベル7.  （lll）情報に対してかなりの責任がある。 
  ㆑ベル8.  （lV）情報に対してかなりの責任がある。 
  ㆑ベル9.  非常に複雑／技術的で機密性のある情報に対してかなりの責任がある。 





  ㆑ベル1.  原材料・設備／成果に対する責任はほとんどない。   
  ㆑ベル2.  （I）原材料・設備／成果に対する責任は限られている。  
  ㆑ベル3.  （II）原材料・設備／成果に対する責任は限られている。
  ㆑ベル4.  （I）原材料・設備／成果に対してかなりの責任がある。  
  ㆑ベル5.  （II）原材料・設備／成果に対してかなりの責任がある。 
  ㆑ベル6.  （I）原材料・設備／成果に対して多くの責任がある。    
  ㆑ベル7.  （II）原材料・設備／成果に対して多くの責任がある。   
  ㆑ベル8.  （III）原材料・設備／成果に対して多くの責任がある。  
  ㆑ベル9.  原材料・設備／成果に対して重大な責任がある。    
8. 他者の安全に対する責任（Responsibility for the Safety of Others : RE3）
  同僚、学生／市民への身体的・感情的な傷害や危害を防ぐために仕事に求められる気配りの程度を考慮しなさい。
  ㆑ベル1.  他者への身体的・感情的な傷害や危害を防ぐために気配りはほとんど求められない。 
  ㆑ベル2.  他者への身体的・感情的な傷害や危害を防ぐために若干の気配りが求められる。　
  ㆑ベル3.  他者への身体的・感情的な傷害や危害を防ぐために気配りが求められる。　
  ㆑ベル4.  （I）他者への身体的・感情的な傷害や危害を防ぐためにかなりの気配りが求められる。 
  ㆑ベル5.  （II）他者への身体的・感情的な傷害や危害を防ぐためにかなりの気配りが求められる。   
  ㆑ベル6.  （I）他者への身体的・感情的な傷害や危害を防ぐために多くの気配りが求められる。   
  ㆑ベル7.  （II）他者への身体的・感情的な傷害や危害を防ぐために多くの気配りが求められる。     
  ㆑ベル8.  （I）他者への身体的・感情的な傷害や危害を防ぐために極度の気配りが求められる。     
  ㆑ベル9.  （II）他者への身体的・感情的な傷害や危害を防ぐために極度の気配りが求められる。    
9. 財政上の責任（Financial Responsibility : RE4）
  お金を扱ううえで求められること又は予算や支出の意思決定に対する責任について考慮しなさい。
  ㆑ベル1.  財政への最小限の責任　 　
  ㆑ベル2.  財政への限られた関与　 
  ㆑ベル3.  若干の財政上の処理　　 　
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  ㆑ベル4.  収支決算の管理　　　　　 
  ㆑ベル5.  部門の稼働予算の管理　　
  ㆑ベル6.  複雑な予算の管理        
  ㆑ベル7.  財政へのかなりの責任 
  ㆑ベル8.  主要な学部 /カ㆑ッジ /部局に関する財政へのかなりの責任 
  ㆑ベル9.  財政を監督する責任       
10. 他者を管理又は監督する責任（Responsibility to Manage or Direct Others : RE5）
  職務に要求される経営責任の程度を考慮しなさい。（i）指導、監督／（ii）職務に要求される実績の報告または
観察を考慮しなさい。多様な背景と経験を持つ職員を管理したり、監督する責任を考慮しなさい。 
  ㆑ベル1.  他者への最小限の責任がある。 　
  ㆑ベル2.  他者への若干の責任がある。 　　
  ㆑ベル3.  （I）限られた範囲の小規模グループを管理又は監督する。  　
  ㆑ベル4.  （II）限られた範囲の小規模グループを管理又は監督する。 
  ㆑ベル5.  広範囲の関連を持つ活動において小規模グループを管理又は監督する。 
  ㆑ベル6.  広範囲の活動において小規模グループを管理又は監督する。   
  ㆑ベル7.  広範囲の活動を行う中規模グループを管理又は監督する。   
  ㆑ベル8.  広範囲の活動を行う大規模グループを管理又は監督する。   
  ㆑ベル9.  複雑な活動を行う大規模グループを管理又は監督する。    
（3） 負担（Effort）




  ㆑ベル1.  非常に低い集中力  
  ㆑ベル2.  低い集中力         
  ㆑ベル3.  中程度の集中力     
  ㆑ベル4.  高い集中力         
  ㆑ベル5.  非常に高いかつ継続する集中力   





  　身体的負担に関する [10項目の評価ファクター ]の「頻度の程度（1，2）」と「持続期間の程度（1，2，3）」
を評価し、所定の計算方法で「得点」を算出して、それに対応する身体的負担の㆑ベルを決定する 2）。
  【10項目の評価ファクター】  [　 ]内はウェイト
  1.  求められる座位での労働　　　    　 [1 ]
  2.  求められる立った姿勢での労働    [ 2 ]
  3.  求められる歩行                  [ 1 ]
  4.  身をかがめる /かがんでいる /ひざまずいている、または類似の姿勢   [ 2 ]
  5.  はしご、踏み台または足場の上での労働                        [ 3 ]
  6.  反復的な動作を行う（キーボード入力、選別する、押す、切る他）     [ 2 ]
  7.  目または耳で精査する、識別する、または、分離する（調整する、支出の追跡、モニタリング、 
編集、器具の調整、診断する他）                               [ 2 ]
 8.  25kgより重い物を持ち上げる、運ぶ、押す、引く、持つ、または同等の負担               [ 4 ]
  9.  10kg以上25kgまでの重さの物を持ち上げる、運ぶ、押す、引く、持つ、または同等の負担  [ 3 ]











13. 気温・騒音及び他の環境条件（Temperature, Noise and other Environmental Conditions : WO1）
  労働が行われる環境と、天気、温度の変化または極端な温度、煙霧、ほこりまたは廃棄物、血液、大きい雑音、
暗い照明又はまぶしい光のような不愉快な要素にさらされる平均的な度合いを考慮しなさい。
  ㆑ベル1.  オフィスの環境、通常の快適さの㆑ベル　 　
  ㆑ベル2.  不愉快な要素に時々さらされる。　 　      
  ㆑ベル3.  不愉快な要素に定期的にさらされる。　　 
  ㆑ベル4.  少数の不愉快な要素に定期的にさらされる。 
  ㆑ベル5.  若干の不愉快な要素又は一つの非常に不愉快な要素に労働期間の半分以上の間頻繁にさらされる。　　 
  ㆑ベル6.  若干の不愉快な要素又は一つの非常に不愉快な要素に労働期間の半分以上の間持続してさらされる。   
  ㆑ベル7.  若干の不愉快な要素又は一つの非常に不愉快な要素に労働期間の大部分の間さらされる。                            
  ㆑ベル8.  非常に不愉快な要素の組合せに労働期間の大部分の間さらされる。 
  ㆑ベル9.  非常に不愉快な要素の組合せ又は 1 つの非常に不愉快な要素に労働期間全体を通して継続してさらさ
れる。             
14. 危険（Hazards : WO2）
  生物学的危険物質や放射線への露出を含めて、職務に求められる短期又は長期の健康及び事故のリスクにさら
される程度を考慮しなさい。
  ㆑ベル1.  （I）危険はほとんどない。      
  ㆑ベル2.  （II）危険はほとんどない。　  　 
  ㆑ベル3.  （I）若干の危険がある。　     　
  ㆑ベル4.  （II）若干の危険がある。　  　　 
  ㆑ベル5.  （I）中程度の危険；深刻な傷害の可能性が幾分ある。　    
  ㆑ベル6.  （II）中程度の危険：深刻な傷害の可能性がある 3）。           
  ㆑ベル7.  （I）高度の危険：深刻な傷害の可能性が非常にある。       
  ㆑ベル8.  （II）高度の危険：深刻な傷害の可能性が非常にある。      
  ㆑ベル9.  生命が脅かされる事故又は健康の危険への可能性がある。  
15. ストレス（Stress : WO3）4）
  ㆑ベル1.  職務に特定のスト㆑スを感じる要素はない。　
  ㆑ベル2.  1、2 の適度にスト㆑スを感じる要素に時々（最小限）さらされている。
  ㆑ベル3.  1、2 の適度にスト㆑スを感じる要素に定期的にさらされている。　　 　
  ㆑ベル4.  スト㆑スを感じる要素に㆑ベル20よりは多く、㆑ベル30よりは少なくさらされている。　　　　　 
  ㆑ベル5.  1、2 の適度にスト㆑スを感じる要素に頻繁にさらされている、又は、3 つ以上の適度にスト㆑スを感
じる要素に定期的にさらされている、又は 1 つの非常にスト㆑スの多い要素に時々さらされている。  　 
  ㆑ベル6.  スト㆑スを感じる要素に㆑ベル30よりは多く、㆑ベル40よりは少なくさらされている。      
  ㆑ベル7.  1、2 の適度にスト㆑スを感じる要素に継続してさらされている、又は、3 つ以上の適度にスト㆑スを
感じる要素に頻繁にさらされている、又は、少なくとも 1 つの非常にスト㆑スの多い要素に定期的に
さらされている。 
  ㆑ベル8.  3 つ以上の適度にスト㆑スを感じる要素に頻繁にさらされている、及び、少なくとも 1 つの非常にス
ト㆑スの多い要素に定期的にさらされている。　
  ㆑ベル9.  3 つ以上の適度にスト㆑スを感じる要素に継続してさらされている、及び、少なくとも 1 つの非常に
スト㆑スの多い要素に定期的にさらされている  
16. 労働の中断と注意の妨害（Work Interruptions and Distractions : WO4）
  　  労働の場で労働を中断するものと注意を妨害するものの数と種類を考慮しなさい。
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  ㆑ベル1.  労働の場に労働の中断や注意の妨害はない。   　
  ㆑ベル2.  時々定例の労働の中断があるが、注意の妨害ははほとんどない。　
  ㆑ベル3.  定期的に定例の労働の中断があるが、注意の妨害はほとんどない。
  ㆑ベル4.  頻繁に定例の労働の中断があり、注意の妨害も若干ある。 　
  ㆑ベル5.  定期的な労働の中断と注意の妨害がある。        
  ㆑ベル6.  多くの労働の中断と注意の妨害がある。          
  ㆑ベル7.  （I）労働の場に多くの労働の中断とたくさんの注意を妨害する行為がある。
  ㆑ベル8.  （II）労働の場に多くの労働の中断とたくさんの注意を妨害する行為がある。
  ㆑ベル9.  労働の場に恒常的な労働の中断と恒常的に注意を妨害する行為がある。  
17. 勤務の予定によって避けられない社会生活の破壊（Social Disruption Required by Work Schedule : WO5）                   
  勤務の予定の不規則性によって引き起こされる社会生活の破壊の度合いを考慮しなさい。
  ㆑ベル1.  規則的な昼間の勤務予定である。　　                  　
  ㆑ベル2.  規則的な昼間の勤務予定で、若干の時間外労働がある。　　
  ㆑ベル3.  規則的な勤務予定で若干の時間外労働又は若干の週末労働がある。 
  ㆑ベル4.  夜間／週末労働を含む規則的な勤務予定で、時々オンコールがある。 
  ㆑ベル5.  夜間／週末労働を含む規則的な勤務予定で、定期的にオンコールを要求される。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 
  ㆑ベル6.  不規則な勤務予定で、若干の時間外労働がある。          
  ㆑ベル7.  不規則な勤務予定で時間外労働を伴い、時折の出張もある。
  ㆑ベル8.  不規則な勤務予定と定期的な出張又は限られた圏内へのオンコールがある。  
  ㆑ベル9.  多量の時間外労働、頻繁な出張と頻繁かつ定期的な個人の時間への要請がある。                                                    
 
注 1）  SES/U : Simple Effective Solution/University




員会委員 Jan Eichmanisさんに後日メールで確認した。上述の「得点」が容易に算出できるCALCULATION CHARTが作成さて
いる。











1）  研究代表者 森ます美、基盤研究（B）（一般）、課題番号17H02245、研究期間2017～2019年度、
本研究グループは社会政策を専攻する研究者 5 名と労働法を専攻する研究者 6 名からなっている。
2）  前回の訪問は1994年 8 月27日～ 9 月 4 日である。これについては日本ペイ・エクイティ研究会
（1996）、森ます美（1995）に詳しい。今回の調査日程は2019年 3 月 3 日～10日、労働法研究者




4）  メアリー・コーニッシュが Steeldrumのインタビューに応じたのは 2017年 4 月 23日である。
Steeldrum—20th anniversary edition— に掲載されたのはこのインタビューを編集したもので









 筆者らは、2019年 3月 6日にメアリー・コーニッシュ（Mary Cornish）弁護士及びパット・アー
ムストロング（Pat Armstrong）教授にインタビューした。
5）  フェイ・ファラディ（Fay Farady）助教授には、2019年 3 月 5 日にインタビューを行った。同助
教授は、弁護士であり、1996年からオンタリオ州で長年ペイ・エクイティ運動を担うペイ・エ
クイティ連合の共同代表を務めている。









（Meg Gingrich）さんには2019年 3 月 7 日にインタビューを行った。 
9）  カナダ公務員連合会オンタリオ支部（Public Service Alliance of Canada Ontario）でペイ・エクイ
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ティの専門家として活動するヘ㆑ン・ベリーさんには2019年 3 月 7 日にインタビューを行った。
10）  「職務評価とペイ・エクイティ協約2011」のフルネームは〝GROUNDBREAKING JOB EVALUATION 
AND PAY EQUITY AGREEMENT WITH UNIVERSITY April 20, 2011〟であるが、前記の略称ま
たは前後の関係で単に「協約2011」を用いる。また、本「協約2011」には“MEMORANDUM OF 
SETTLEMENT BETWEEN：THE UNIVERSITY OF TORONTO （the“University”） – and – THE 
UNITED STEELWORKERS AND ITS LOCAL 1998 (the “Union”)”と題する「覚書」（USW Local 
1998, 2011b, 1 -7）が添付されている。
11）  USW Local 1998支部は2019年 3 月 8 日に訪問した。委員長のコリン・バーク（Colleen Burke）
さんと挨拶の後、支部副委員長で職務評価とペイ・エクイティを担当する職務評価委員会委員
長のチョー（P. C. Choo）さん、 同委員のキム・ウォーカー（Kim Walker）さん、ヤン・アイク
マニス（Jan Eichmanis）さんからおよそ 3 時間に亘って説明を受け、質疑応答を行った。
12）  USW Local 1998についてはウェブサイトhttps://www.usw1998.ca/（2019/9 /15現在）を参照され
たい。
13）  トロント大学の職員組織が全米鉄鋼労働組合（United Steelworkers）を選択した経緯について、














15）  「USW / U of T Joint JOB EVALUATION QUESTIONNAIRE—Final Questionnaire Content Agreed 
31–May–07 FORM」と題された調査票はフェースシートを含めて17サブファクターに関する質
問項目で28頁にのぼっている。
16）  「協約」は、2007年 7 月 1 日以後に退職した組合員については遡及賃金が年金受給の計算に入れ
られると述べている。
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